
10月３日  ２０１１年度 

●講義の特徴：理論、演習により経済学のエッセンスを理解、講演と演奏会に参加し論理

を超える発想を体験、創作によって学ぶ。 

●内容： 

理論：心理学から経済学そして経済学への心理の導入――人間の頭脳 

工学：政策と評価（費用便益分析）   いずれも「有私」の選択 

 芸術：人間の頭脳の限界―身体の復活：特別のものではなくすべてが芸術、たとえば、物

の置き方、体の動かし方、しゃべり方――すべてが芸術、そのものらしい、本性が現れ本性が現れ本性が現れ本性が現れ

れば芸術。したがって誰でもできる、特別な才能はいらない。れば芸術。したがって誰でもできる、特別な才能はいらない。れば芸術。したがって誰でもできる、特別な才能はいらない。れば芸術。したがって誰でもできる、特別な才能はいらない。ただし芸術の技術は蓄積

的な面もある、それは学習が必要学習が必要学習が必要学習が必要（しかしこの側面だけを強調すると理学や工学と同じ

になって独創性を減じてしまう）。――＞ 文明科目のアートのワークショップ文明科目のアートのワークショップ文明科目のアートのワークショップ文明科目のアートのワークショップを履修す

ることが望ましい。 

芸術の二つの目的  

目的 1．理論と工学は過去の蓄積の学習の上、集中して分析する、しかしそれだけでは新

たなものは見つからない、学習するだけで発展できないー行き詰った時、そこから抜け

出るためには、無私の状況がいる、このときは何も考えないー芸術はそのために無私の

時間を提供する 

目的 2．芸術そのものは、理工学を超えてもっと深く人間本性に迫る。みなさん自身は理

論よりも大切ですよね。みなさん自身が芸術。そして我々の自身には正解はない。正解

のない状況に耐えるためには、むしろそれを気軽に行うことがよい、芸術的創造を日常

的に行うようになること。 

                      重要な点：繰り返しなるがアートには正解はない、個人によって異なる、すべて個人が

           ０から出発、従ってテクニックではなくどれだけ時間をかけ真剣にとり組んだかが大切。 

          他者から喝さいを浴びるのが目的ではない他者から喝さいを浴びるのが目的ではない他者から喝さいを浴びるのが目的ではない他者から喝さいを浴びるのが目的ではない。 

創作の共通テーマ：異邦からのまなざし：音が色彩になる  

芸術に対する態度： 偏見を持たずに受けいれる、創作は体で体現、自己を忘れる、こ

ちらは無私の選択、すべてが芸術 体の動き、モノの移動も芸術 

●評価：テスト   60点 

見学会、講演会等のレポート 35点 

創作    50点  

個人  幸福の最大化  幸福＝効用   

心理学と経済学――＞効用関数  時間 レジャーと仕事  

時間は有限――＞制約付きの最大化 

2人以上が社会 社会の幸福の最大化――経済学の目的 

社会の幸福の最大化も目指す手法が工学―ためには幸福の計測がいる 

 



第 2回社会の理工学そして芸術 hidano © 

ロビンソンクルーソの世界 

一人で孤島についたロビンソンは 最適な自給自足生活を始める 

 

彼は 満足度＝幸福 （これを経済学では 効用 utilityとよび u であらわす） 

を最大としたい  

彼の効用は  魚を食べることと（魚の量をｘ）、 そして レジャー（ｔ）をして楽しむ

ことと仮定してみよう。 

なにが制約だろうか 彼の１日の時間は ２４時間 

それに 働いたときにえられる 産物の量は  彼の 技術によっている 

 

それで    ｘ＝ｆ（ tw ）  ここで twは 魚を取る 労働時間 

       この関数 ｆ を生産関数という 

       24= tw + t + 睡眠時間（８） 

 

 

仮に  u=xat1-a    

     x=tw b   a  は 0 と 1の間の定数   b は ０を超える定数とする 

 

さて彼の x とｔ  を求めてみよう。 
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